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のの

税
務
調
査

税
務
調
査
④

　

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
周
囲
炎
は

炎
症
が
直
接
骨
に
作
用
し
、

骨
髄
組
織
に
ま
で
及
ぶ
こ
と

も
あ
る
。予
防
に
は
、イ
ン
プ

ラ
ン
ト
周
囲
の
粘
膜
炎
の
早

期
発
見
が
大
切
で
、
診
断
に

は
プ
ロ
ー
ビ
ン
グ
、
お
よ
び

プ
ロ
ー
ビ
ン
グ
時
の
出
血
検

査
が
有
効
だ
と
解
説
し
た
。

　

周
囲
組
織
の
細
菌
感
染
を

防
ぐ
に
は
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
成
否
に
掛
か
っ
て

い
る
。
治
療
の
基
本
は
天
然

歯
の
歯
周
炎
と
同
じ
で
、
歯

肉
縁
上
・
縁
下
の
プ
ラ
ー
ク

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
再
生
治

療
、
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア

ー
へ
と
進
む
。
中
島
氏
は
、

炎
症
箇
所
か
ら
出
血
す
る
様

子
を
患
者
に
見
せ
な
が
ら
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
に
生

か
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し

た
。

　

他
に
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
ト
ラ

ブ
ル
の
改
善
症
例
を
動
画
で

詳
し
く
解
説
し
た
。

 

（
高
石
市
・
兵
頭
正
道
）

　

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
普
及
に

伴
い
、
他
医
院
で
治
療
を
受

け
た
患
者
を
診
る
機
会
が
増

え
て
い
る
。
堺
・
高
石
・
和

泉
地
区
は
、
高
石
開
業
の
中

島
康
氏
を
招
き
、
10
月
24
日

に
「
歯
周
治
療
が
ベ
ー
ス
で

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
周
囲
炎
は
治

る
」
を
堺
市
内
で
開
き
26
人

が
参
加
し
た
。

異
な
る
。
こ
の
た
め
、「
お

尋
ね
」
に
よ
り
指
摘
さ
れ
た

事
項
を
自
ら
修
正
申
告
等
す

れ
ば
加
算
税
は
か
か
ら
な
い

と
す
る
教
示
文
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
税
務
署
が
指
摘
す

る
事
項
に
つ
い
て
よ
く
吟
味

し
た
上
で
、
誤
り
が
あ
っ
た

場
合
は
、
自
ら
修
正
申
告
等

を
行
え
ば
よ
い
と
考
え
る
。

し
か
し
、「
お
尋
ね
」
の
中
に

は
、
身
に
覚
え
の
な
い
よ
う

な
指
摘
事
項
も
あ
る
よ
う
な

の
で
、
内
容
は
し
っ
か
り
吟

味
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
（
つ
づ
く
）

て
の
お
尋
ね
」
と
題
す
る
文

書
を
使
い
、
税
務
調
査
で
確

認
し
た
い
内
容
を
質
問
さ
れ

る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
お
尋

ね
は
、「
行
政
指
導
」
の
範

疇
で
あ
り
、
税
務
調
査
と
は

い
。
こ
の
た
め
、
一
部
の
税

務
署
で
は
帳
簿
類
を
持
参
し

て
税
務
署
に
来
る
よ
う
に
指

示
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う

だ
。

　

ま
た
、「
○
○
税
に
つ
い

か
を
納
税
者
に
意
思
確
認
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。な
お
、将

来
、
調
査
結
果
の
説
明
事
項

以
外
に
問
題
が
発
生
し
た
場

合
は
、
再
調
査
す
る
こ
と
が

あ
る
と
の
説
明
も
さ
れ
る
。

調
査
の
区
分

　

と
こ
ろ
で
、
税
務
調
査
に

は
「
実
地
の
調
査
」
と
「
実

地
で
な
い
調
査
」
が
区
分
さ

れ
る
。
実
地
の
調
査
と
は
、

「
国
税
の
調
査
の
う
ち
、
…

納
税
義
務
者
の
支
配
管
理
す

る
場
所
等
に
臨
場
し
て
質
問

検
査
等
を
行
う
」
こ
と
を
実

行
う
。

　

ま
た
、
修
正
申
告
等
を
す

る
場
合
、
不
服
申
立
は
で
き

な
い
が
、
更
正
の
請
求
は
で

き
る
旨
の
書
面
が
交
付
さ
れ

る
。

　

調
査
結
果
の
説
明
を
税
理

士
に
聞
い
て
も
ら
い
た
い
場

合
、
改
め
て
調
査
結
果
の
説

明
を
税
理
士
に
し
て
も
よ
い

　

一
方
、
申
告
内
容
が
正
し

く
な
い
と
判
断
し
た
場
合

は
、
そ
の
調
査
結
果
の
理
由

も
含
む
内
容
を
説
明
す
る
。

そ
の
手
続
き
を
経
て
修
正
申

告
等
を
求
め
ら
れ
る
。
指
摘

事
項
が
承
服
で
き
ず
修
正
申

告
等
を
し
な
い
場
合
、
こ
の

説
明
に
し
た
が
っ
て
税
務
署

は
更
正
・
決
定
等
の
処
分
を

　

実
地
の
調
査
を
行
っ
た
場

合
で
申
告
が
正
し
い
場
合

は
、「
更
正
決
定
等
を
す
べ

き
と
認
め
ら
れ
な
い
旨
の
通

知
」が
書
面
で
伝
え
ら
れ
る
。

地
の
調
査
と
解
釈
し
て

い
る
。
逆
に
い
え
ば
、

税
務
署
に
呼
び
出
し
て

調
査
す
る
場
合
は
実
地

の
調
査
で
は
な
い
と
当

局
は
判
断
し
て
い
る
。

実
地
の
調
査
の
場
合
、

前
に
述
べ
た
よ
う
な
事

前
通
知
な
ど
の
諸
手
続

き
を
行
う
義
務
は
な

を
ど
う
変
え
る
か
な
ど
、
認

知
科
学
、
行
動
経
済
学
・
分

析
学
な
ど
、
多
く
の
理
論
を

紹
介
さ
れ
た
。
コ
ー
チ
ン
グ

や
行
動
分
析
な
ど
、
歯
周
病

治
療
の
講
演
と
は
思
え
な
い

話
が
た
く
さ
ん
出
さ
れ
た
。

　

参
加
者
か
ら
の
質
問
を
多

く
聞
い
て
一
つ
ず
つ
丁
寧
に

答
え
た
の
も
こ
の
講
演
の
特

徴
で
、「
一
方
的
な
講
習
で

な
く
、
み
な
さ
ん
の
意
見
も

聞
け
て
楽
し
か
っ
た
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

（
藤
井
寺
市
・
藤
井
佐
都
樹
）

人
に
は
、
重
症
の
筋
無
力
症

な
ど
の
場
合
も
あ
る
。
中
枢

の
問
題
と
し
て
脳
梗
塞
、
多

発
性
硬
化
性
、
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
が
あ
り
、
薬
物
の
服
用

な
ど
を
考
え
る
と
話
し
た
。

　

大
阪
市
の
北
部
・
東
部
と

南
河
内
地
区
は
合
同
で
「
歯

周
治
療
３
回
シ
リ
ー
ズ
講

座
」
を
企
画
、
第
１
回
を
10

月
26
日
、
保
険
医
会
館
で
開

い
た
。
会
場
い
っ
ぱ
い
の
64

人
が
参
加
し
た
。
講
師
は
高

津
兆
雄
氏
（
旭
区
開
業
、
大

阪
歯
科
大
学
前
准
教
授
）。

　

高
津
氏
は
、「
プ
ラ
ー
ク

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
す
べ
て
の

治
療
に
優
先
さ
れ
る
、
プ
ラ

ー
ク
を
取
る
の
は
患
者
自
身

で
あ
る
」
と
述
べ
、
歯
ブ
ラ

シ
と
歯
間
ブ
ラ
シ
で
プ
ラ
ー

ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方
法

を
例
示
し
て
説
明
さ
れ
た
。

　

講
演
で
は
、
教
科
書
に
あ

ま
り
出
て
こ
な
い
話
と
し

て
、
人
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

で
行
動
を
起
こ
す
か
、
行
動

　

咬
合
の
不
調
和
が
認
め
ら

れ
な
い
の
に
違
和
感
が
あ
る

　

顎
関
節
症
の
病
因
は
夜
間

の
歯
ぎ
し
り
、
昼
間
の
噛
み

し
め
、
噛
み
合
わ
せ
で
あ

り
、
ク
ロ
ス
バ
イ
ト
に
気
を

つ
け
る
よ
う
指
摘
。
痛
み
が

消
失
し
て
も
、
顎
関
節
雑
音

や
頭
痛
、
肩
こ
り
は
治
り
に

く
い
た
め
、
患
者
へ
の
説
明

が
求
め
ら
れ
る
。

　

経
過
観
察
で
改
善
し
た
ケ

ー
ス
で
は
、
ク
リ
ッ
ク
は
97

％
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
ロ
ッ
ク
は

75
％
が
軽
減
・
消
失
す
る
こ

と
を
紹
介
。
慢
性
ロ
ッ
ク
の

治
療
の
第
１
選
択
は
消
炎
鎮

痛
剤
と
開
口
訓
練
で
あ
る
こ

と
を
説
明
し
た
。

　

臨
床
・
学
術
部
は
生
涯
研

修
講
座
「
臨
床
エ
ビ
デ
ン
ス

に
基
づ
く
顎
関
節
症
の
診
断

と
治
療
」
を
10
月
13
日
、
Ｍ

＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。
岡

山
大
学
大
学
院
教
授
の
窪
木

拓
男
氏
が
講
師
を
務
め
、
67

人
が
参
加
し
た
。

　

窪
木
氏
は
、
顎
関
節
症
学

会
の
症
型
分
類
手
順
に
つ
い

て
説
明
し
、
開
口
し
た
際
に

ク
リ
ッ
ク
が
鳴
る
位
置
で
原

因
を
判
別
す
る
方
法
を
紹

介
。
さ
ら
に
、
奥
歯
で
急
に

噛
め
な
く
な
っ
た
ら
関
節
が

脱
臼
し
て
お
り
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を

撮
影
す
る
こ
と
を
促
し
た
。

生
活
保
護
費
が
今
年
８
月
か

ら
減
額
さ
れ
、
３
年
間
で
平

均
６
・
７
％
引
き
下
げ
ら
れ

る
見
通
し
。
年
金
も
10
月
か

ら
３
年
間
で
２
・
５
％
引
き

下
げ
ら
れ
る
。
収
入
は
減
る

一
方
な
の
に
負
担
は
増
え
る
。

消
費
増
税
は
貧
し
い
人
ほ
ど

受
け
る
影
響
が
大
き
い
。

企
業
や
富
裕
層
を
優
遇

　

庶
民
は
こ
れ
だ
け
痛
み
を

押
し
つ
け
ら
れ
る
の
に
、
大

企
業
や
富
裕
層
は
恩
恵
を
受

け
る
。
今
年
は
、
政
府
が
公

共
事
業
を
た
く
さ
ん
生
み
だ

し
た
り
、
円
安
誘
導
し
た
り

と
、
あ
れ
こ
れ
景
気
対
策
を

行
っ
た
が
、
来
年
は
そ
の
プ

ラ
ス
が
な
く
な
る
。し
か
も
、

消
費
増
税
で
国
民
は
消
費
を

抑
え
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
、

そ
の
分
景
気
も
悪
く
な
る
。

 

（
つ
づ
く
）

や
ん
べ
・
ゆ
き
お　

１
９
４

０
年
生
ま
れ
。
第
一
勧
銀
総

合
研
究
所
専
務
理
事
、
神
戸

大
学
大
学
院
教
授
を
経
て
、

現
職
。

　

安
倍
首
相
が
消
費
税
率
を

来
年
４
月
か
ら
８
％
へ
引
き

上
げ
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

暮
ら
し
へ
の
影
響
に
つ
い
て

経
済
評
論
家
の
山
家
悠
紀
夫

さ
ん
に
聞
い
た
。

◇

収
入
減
り
負
担
増
え
る

　

食
う
や
食
わ
ず
で
生
活
し

て
い
る
年
収
２
０
０
万
円
以

下
の
人
は
現
在
１
０
０
０
万

人
を
超
え
て
い
る
。
４
月
１

日
か
ら
消
費
増
税
で
物
価
が

３
％
上
が
っ
た
ら
、
さ
ら
に

生
活
を
切
り
詰
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
増
税
分
を
上
回

る
だ
け
の
賃
上
げ
が
な
さ
れ

れ
ば
ま
だ
救
い
は
あ
る
が
、

そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

先
日
発
表
さ
れ
た
最
低
賃

金
全
国
平
均
額
は
時
給
７
６

４
円
で
、
引
き
上
げ
率
は
約

２
％
。
今
年
の
春
闘
も
定
昇

込
み
の
賃
上
げ
は
大
企
業
で

１
・
８
％
、
中
小
だ
と
１
・
７

％
だ
。
来
年
は
も
っ
と
高
く

な
る
と
い
う
保
証
は
な
く
、

増
税
分
を
補
い
き
れ
な
い
。

　

生
活
保
護
受
給
者
や
年
金

生
活
者
は
も
っ
と
大
変
だ
。

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
周
囲
炎
で
講
演

歯
周
治
療
シ
リ
ー
ズ
始
ま
る

顎
関
節
症
の
診
断
と
治
療

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

大
阪
市
北
部
、同
東
部
、南
河
内
地
区

〝
経
過
観
察
で
症
状
改
善
多
い
〞と
窪
木
氏

修
正
前
に
指
摘
事
項
を
吟
味

税
理
士　

疋
田
英
司

10月度生涯
研 修 講 座

「クロスバイトに注意」
と語る窪木拓男氏＝10
月13日、Ｍ＆Ｄホール

経済評論家に聞く「消費税増税」㊤

貧困層の暮らしを直撃
山家　悠紀夫

「暮らしと経済研究室」
主宰　　　　　　　　


